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1．は じめに

　台風時に おけ る強風災害 とそれ に 伴う経済的損害を考

える上で、最 大瞬間風速は重要なパラメータの 1っ であ

る。数 値 モ デル に おけ る風は空 間平均値の ため 、 強風を

計算す る に は高い 格子解像度が必 要とな る 。 しか し なが

ら高解像度 の モ デル を用 い て も最 大瞬間風速を直接計算

す る こ とは困難 で ある。そ こ で本研究 で は突風率に着 目

して雲解像 モ デル CReSS の 地上 風 よ り台風通過 時 にお

け る 最 大瞬間風 速の推定を行 っ た 。

2．最大瞬 間風 速の 推定

　突風率 は全 国 の 気象官署 で 観測 され た最大 瞬間風速 と

10分平均最大風速の比で定義し た 。 それぞれの 官署に お

い て 最近 7年間に おけ る 日々 の 突風率の平均を 16方位の

風向別に 計算、テ ーブル化を行 っ た。

　官署の位置に対応す る CReSS の 値は、位置ずれ等 の計

算誤差 を考慮 して a）最 も近 い 格子点 値 、 b）20km ×20km

平均の 値、c）20  ×20km 内に お け る 最大値の 3 種類 と

した 。 これ らの 計算期間最 大風速に全官署平均突風率と

対応する官署 における風 向別平均突風率をかける こ とに

よ り合計 6 種類の 最大瞬間風速値を推定を行 う。

　以上 の方法を用 い て、日本に災 害を もた らした台風 9

事例に つ い て気象庁 RSM を初期値 として CReSS の 計算

を 48 時間行い 、 期間最大風速と同期間における官署の 結

果との比較を行っ た 、 すべ て の計算に お い て CReSS の 水

平格子解像度は 2．5km 、水平 格子数は 750 ×800 とした 。

3．結果

　過去 7 年間に おけ る全官署の 突風率の 平均値は 1．81 で

あ っ た 。 地域特性 の例 として稚内 と室戸岬の風 向別突風

率を図 rに示 した。突風率は地域や風 向に大き く依存 し

て い る が風速 に はそれ ほ ど依存 して い なか っ た 。

　図 2に推定 した最大瞬間風速と観測の 結果を示 した。 突

風率を利用 した結果 は過大評価をす る傾向にあっ た。最

も近い 格子点を利用する よ り、 領域平均を した方が相関

が高か っ た 。 また、利用する突風率は風向を含 んだ地域

特性を考慮 し た場合よ りも全期間平均値を用い た 方が相

関が高い結果 とな っ た。領域最大値を利用 した場合、過

小評価をす るも の の 突風率を利用す る こ とな く観測 と比

較的高い 相関が得 られた （図 2d）。

　突風率を利用 し た場合に 過大評価をする原因を調べ る

ため、CReSS に よる最大地上風速と観測の 10分平均最大

風速の比較を行 っ た 。 その 結果、い ずれの 場合も CReSS

が過大評価をす る傾向が見 られ、またそ の 分布が似て い

た 〔図示せず）。

4．まとめ

　 CReSS で計算さ れ た 最大地上風速か ら突風率を利用 し

て、台風通 過時に お ける最大瞬間風速 の 推定を行 っ た。

い ずれ の 場合も観測よ り過大評価する傾向が見 られた u

CReSS の 最大風速 と観測の 10分平均最大風速間に 同様

の 傾向が見 られ、モ デル で 表現 され る風 と観測 の 風 を正

しく対応 づ け る こ とによ り精度 良く最大瞬間風速を見積

もる こ とが 出来 る と示唆 され る。また領 域最大風速 を利

用 し た 結果か ら、適切な領域を指定する こ と に よ りモ デ

ル か ら直接的に 最大瞬間風速を推定する可能性が あると

考 え られる 。

図 1 稚内と室 戸岬に おけ る 風向別 突風率 。 全 風速 に対する 突 風

率を黒線 で、10 分平均最大風速 10呵 s 以上 に おけ る突風率 を

星で 表 して い る。
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図 2 気象官署 に お け る 最 大 瞬間風 速 （横 軸 ）と CReSS よ リ推定

畝 た 最大瞬間風速 （縦軸〉の 散布図 。 上 段 は 20kmx20   平

均に a ）全国平均突風率、b）官署毎の 平均突風率 に よ る 、　 c）は

最も近い 格子点と全国平均突風率による 、 d）は 20kmx20   最

大値 に よる 最大瞬間風 速の 推定値を表す。r は相関 係数を 表す。
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